
通所介護重要事項説明書 

１   法人（事業者） 

  法人種別・名称   社会福祉法人   桐栄会 

  所在地   青森県青森市浪岡大字樽沢字村元３３０番地７  

  代表者氏名   理事長   中川   晴信 

  電話番号   ０１７２－６２－９２０１                  

  運営する事業の種類 

  特別養護老人ホーム、ケアハウス、居宅介護支援  

  短期入所生活介護、通所介護、グループホーム  

 介護老人保健施設、通所リハビリ他 

  事業拠点   青森市浪岡  青森市鶴ヶ坂     藤崎町 

 

２ 事業所 

  事業所名   在宅老人デイサービスセンター悠悠 

  所在地   青森県青森市浪岡大字樽沢字村元３３０番地７  

  電話番号   ０１７２－６２－８１０１ 

  ＦＡＸ番号   ０１７２－６２－９０１９ 

 

  介護保険事業所番号 
  第０２７２３００１８７号 

  通常の事業の実施地域   青森市浪岡        

（事業の目的）  

要介護状態にあるご利用者が、可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立し  

た日常生活を営むことができるよう、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、

社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持並びに、ご利用者の家族の身体的・精神的負担の軽

減を図ることを目的とします。  

（運営の方針）                                               

（１）指定通所介護は、利用者の要介護状態の軽減もしくは悪化の防止に資するよう、    

その目標を設定し、計画的に行います。 

（２）自らその提供する指定通所介護の質の評価を行い、常にその改善を図ります。 

（３）指定通所介護の提供に当たっては、通所介護計画に基づき、利用者の機能訓練及び    

利用者が日常生活を営むことができるよう必要な援助を行います。 

（４）指定通所介護の提供に当たっては、懇切丁寧に行うことを旨とし、利用者又はその    

家族に対し、サービスの提供方法等について、理解しやすいように説明を行います。 

（５）指定通所介護の提供に当たっては、介護技術の進歩に対応し、適切な介護技術をもって  

サービスの提供を行います。 

（６）指定通所介護は、常に利用者の心身の状況を的確に把握しつつ、利用者の希望に沿って  

必要なサービスを適切に提供します。  

（７）指定通所介護の実施に当たっては、地域との結びつきを重視し、市町村、他の居宅サー  

ビス事業者その他の保険医療サービス及び福祉サービス提供者との連携に努めます。  



（８）施設は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備をおこなうとと

もに、従業者に対し、研修を実施する等の措置を講じます。  

（９）施設は、サービスを提供するに当たっては、介護保険法第１１８条の２第１項規定する  

   介護保険等関連情報その他必要な情報を活用し、適切かつ有効に行うよう努めます。 

（10）介護予防・日常生活支援総合事業と一体的に運営していきます。 

 

３   事業所の概要 

  開設年月日    平成３年１月１日 

 建 物 

  構造    鉄筋コンクリート造陸屋根平屋建て 

  延べ床面積    ３３６㎡ 

  利用定員    ３０名（第一号通所介護事業含む） 

 サービス提供時間    午前９時００分～午後４時１０分 

  休業日    毎週日曜  １２月３１日  １月１日 

                                                                                   

主な職員体制                                           ｢令和 6 年４月１日現在｣ 

職      種 常 勤 非常勤 業務内容 

  管理者 １名  従業者及び業務管理  

  生活相談員 ３名    利用者の生活相談、家族・関係機関との連絡調整 

  看護職員 ３名  利用者の看護全般 併設事業所看護兼務 

  介護職員 ９名 １名 入浴、排泄など介護全般 

  機能訓練指導員 ３名  機能訓練の指導 看護職員兼務 

  栄養士       １名  食事献立作成・栄養管理 併設事業所栄養士兼務 

  調理員 ５名 １名 利用者の食事の調理 併設事業所調理兼務 

  事務員       １名  事務全般 併設事業所事務員兼務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４   サービスの概要 

（１）介護保険給付サービス 

種     類 内                 容 

 生活指導  ○生活、身上、介護等に関する必要な相談に対し、適切な助言を行います。  

 機能訓練 

 ○一般的な趣味活動、ゲーム、回想法、リアルオリエンテーション等を実施し、        

ご利用者の認知症防止、生きがいづくり、社会性の維持を図ります。  

 

 ○機能訓練指導員により、ご利用者の心身等の状況に応じて、日常生活を送るのに      

必要な機能の回復またはその減退を防止するための訓練を実施します。  

 健康状態の確認 

 ○看護職員により、ご利用者の血圧、体温等のバイタルチェックや体重測定を行います。

異常が見られた場合には、ご利用者やそのご家族、担当医師等に連絡し、適切に処置  

します。 

 入浴サービス    ○入浴または清拭を行います。 

 送    迎 
 ○マイクロバスについては運転手と付き添い職員の２名体制で、  

  普通車については１名以上の体制で職員がご利用者の送迎を行います。  

 日常生活上の援助  ○排泄、移動、移乗の介助、その他必要な身体の介護を行います。  

                                        

（２）介護保険給付外サービス 

種     類 内                 容 

 食事の提供 
 ○提供時間：１２時 

 ○ご利用者の自立支援のため食堂にて食事をとっていただくことを原則とします。  

 複写物の交付  ○サービス提供に関する記録の複写物の交付を受けることができます。  

 日常生活品の提供 
 ○ご利用者の希望により事業所が準備できるものについては、個別の日常生活品を      

ご利用いただけます。 

                                                                                    

（３）サービス利用の中止・変更                                                        

  ○   サービスの利用を中止する、または入浴・送迎・食事等のサービス利用予定の     

変更がご利用日前に明らかな場合は、ご利用日前日の午後５時までにご連絡ください。      

  ○   ご利用者の体調不良等により、サービス提供時間中にご利用を中止させていただく  

場合があります。  

  ○   キャンセル料は、発生しません。 

 

（４）サービス提供時間外の取り扱いについて                                            

      通所介護サービスの時間外提供はいたしません。やむを得ない事情により、サービス  

提供時間終了後もご利用になりたい場合はご相談ください。ご相談に応じられる場合でも、  

サービス提供時間外については、事故等による賠償責任、利用契約書・本重要事項説明書  

に基づくサービス提供は行いません。 

 



５   利用料 

（１）介護保険給付サービス 

  ◆通所介護サービス（１日あたり） 

要  介  護  度 サ  ―  ビ  ス  費  １割利用者負担額 ２割利用者負担額 ３割利用者負担額  
 

要介護１ ６，５８０円 ６５８円 １，３１６円 １，９７４円 

要介護２ ７，７７０円 ７７７円 １，５５４円 ２，３３１円 

要介護３ ９，０００円 ９００円 １，８００円 ２，７００円 

要介護４ １０，２３０円 １０２３円 ２，０４６円 ３，０６９円 

要介護５ １１，４８０円 １１４８円 ２，２９６円 ３，４４４円 

 サービス提供時間中にご利用が中止された場合でも、利用開始２時間以上の際は、上記と同額の

料金が発生します。また、他の居宅サービスを同一日に利用（体調不良など）された場合には帰宅

した際の時間での区分となります。  

   ◆付加サービス 

種      別 
加算要件  

サービス費  利用料（１割）  利用料（２割）  利用料（３割） 

入浴介助加算（Ⅰ）  

※１回につき  

入浴中の利用者の観察を

含む介助を行う場合の加

算。  

４００円 ４０円     ８０円 １２０円 

サービス体制提供強化加算  

（Ⅰ）※1回につき 

介護福祉士の有資格者の

割合が全体の７０％以上、

勤続１０年以上の介護福

祉士が２５％以上の場合

の加算。  

２２０円 ２２円     ４４円      ６６円 

科学的介護推進体制加算  

※1月単位 

利用者の心身の基本的な

状況を厚生労働省に提出

し、その情報を適切かつ

有効な提供に活用してい

る場合の加算。  

４００円 ４０円 ８０円 １２０円 

 介護職員等処遇改善加算 

 （Ⅰ）※1月単位  

介護職員等の処遇（賃金）

改善の為に資質の向上、雇

用管理、労働環境などの改

善に取り組む事業所に認め

られる加算。  

１月の総単位数に９ .２％を乗じた単位数           

若年性認知症利用者  

受入加算   

40歳以上65歳未満の、第

二号保険者の方で初老期

における認知症の診断を

受けた方が対象  

1日につき60単位／円  

〇 通所介護が法定サービスであるときは、各利用者の介護保険負担割合証に記載された負担

割合を乗じた額とします。  

（２）介護保険給付外サービス 

種     類 利   用   料 

 食事の提供    １食  ４００円 

 複写物の交付    １枚  １０円（郵送ご希望時は＋郵送料実費）    

 日常生活品の提供    日常生活品購入代金実費 

※ 通所介護の提供を行うにあたって、利用者様の被保険者証により受給資格やその内容（認

定区分、有効期間、介護認定審査会意見の内容等）を確認させて頂きます。  



６   利用料のお支払い方法 

      毎月、１５日までに前月分の請求をいたしますので、末日までに次のいずれかの    

方法によりお支払い下さい。お支払いいただきますと、領収書を発行いたします。          

①  銀行振込    銀行                 みちのく銀行浪岡支店                            

                  口座番号・種別       ３５２２２７０   普通                            

                  口座名義             特別養護老人ホームゆうゆう荘                

                                        （福）桐栄会   理事長   中川晴信                

※振込手数料はご利用者のご負担となります。 

    ②現金によるお支払い 当事業所にて１ヶ月分の利用料金をお支払いください。        

    ③口座引落 

７ ご利用の際にご留意いただく事項  

○事業所内では飲酒しないこと。                                                                                                              

○事業所内は禁煙とし、ライター等の火気の使用は禁止とすること。  

○従業者又は他の利用者に対し、迷惑を及ぼすような宗教活動、政治活動、営利活動     

及び行為をしないこと。  

 

８ 感染症対策  

   施設において、感染症又は食中毒が発生し又はまん延しないよう、次に掲げる措置を講  

じます。  

（１）  感染症又は食中毒の予防及びまん延の防止対策を検討する感染対策委員会をおお

むね６月に１回以上開催すると共に、その結果について、従業者に周知徹底を図り

ます。  

（２）  感染症又は食中毒の予防及びまん延防止の為の指針を整備し、研修及び訓練を定期

的に実施し、発生が疑われる際の対処等に関する手順に沿った対応を行います。  

９ 衛生管理について  

（１）  事業所は利用者が使用する施設、食器その他の設備又は飲用に供する水について、   

衛生的な管理に努めるとともに、衛生上必要な措置を行っております。  

（２）  事業所において感染症が発生し、またはまん延しないように必要な措置を講ずるとと

もに、必要に応じ保健所の助言、指導を求めてまいります。  

１０   緊急時の対応 

     サービス提供中にご利用者に容体の急変等があった場合、ご家族または緊急連絡先      

ご利用者の主治医に速やかに連絡をする等の必要な措置をいたします。                       

     ご家族等の連絡先や主治医に変更がありましたら、速やかに当事業所へお知らせくださ

い。 



１１   非常災害時の対策  

   非常災害に備えて、消防計画、風水害、地震等の災害に対する計画を作成し、防火管理

者又は火気・消防等について責任者を定め、年 2 回以上定期的に避難、救出その他必要な

訓練を行うものとし、訓練の実施に当たっては、地域住民の参加が得られるように連携に

努めます。 

  防災時の対応   消防計画に基づき迅速に対応します 

  防災設備 
  自動火災報知設備      排煙用天窓        自動防火扉   

  強化液消火設備        消火器            スプリンクラー設備 

  防災訓練   総合訓練（年２回）   消火・通報・避難訓練（随時） 

１２  事故発生時の対応  

（１）  当施設は、サービス提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者ご家族、

市町村に連絡すると共に、必要な措置を講じ、事故に際して行った処置を記録します。 

（２）  当施設において、事業所の責任により、利用者に生じた損害については、事業所は速

やかにその損害を賠償します。  

（３） 前項の場合において、当該事故の発生につき、利用者に故意又は過失が認められる場

合には、損害賠償額を減じる場合があります。  

（４）  施設は、万一の事故に備えて、賠償責任保険に加入しております。  

１３ 虐待防止について 

（１）事業所は、利用者の人権の擁護・虐待等の防止のために次の措置を講ずるものとする。 

虐待防止委員会を定期的に開催し、その結果を従事者へ周知徹底  

①  虐待防止のための指針の整備  

②  虐待を防止するための従業者に対する研修の定期的な実施  

③  ご利用者及び家族からの苦情処理体制の整備  

④  その他虐待防止のための必要な措置  

⑤  虐待防止のための措置を適切に実施するために担当者の設置  

（２）  事業所は、サービス提供中に当該事業所従業者又は養護者（利用者の家族等高齢者を    

現に養護する者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに市

町村に通報するものとします。  

１４ 身体拘束について  

   原則として利用者に対し身体拘束を廃止。ただし当該利用者または他の利用者等の生命

または身体を保護する為等、緊急やむを得なく身体拘束を行う場合、その様態及び時間、

その際の利用者の心身の状況、並びに緊急やむを得ない理由を記録します。  

 

 

 



１５   苦情の受付について 

（１）当事業所における苦情の受付   

          受付担当者      佐々木 幸子  

          受付時間        午前１０時００分～午後５時００分 

受付日     休業日１２月３１日、１月１日以外毎日 

     ※担当者が不在の場合または受付時間以外の場合は、他の職員が受付します。       

電話            ０１７２－６２－８１０１                       

   ① 苦情解決にあたり、受付担当者は苦情解決責任者、第三者委員に報告し、内容を   

確認、苦情申出人に対して報告を受けた旨、通知します。  

  ② 苦情解決責任者は苦情申出人と誠意を持って話し合い、解決に努めます。苦情申出人

は、第三者委員の助言や立ち合いを求めることが出来ます。  

（２）  行政機関その他苦情受付機関  

（３）   

                

青森市役所 介護保険課  

事業所チーム  

                                  

所在地  青森県青森市新町一丁目３番７号 

電話番号 ０１７―７３４－５２５７  

ＦＡＸ  ０１７－７３４－５３５５  

受付日時 毎週月曜日から金曜日（但し、休日を除く）  

 午前８時３０分  ～  午後６時００分 

                

青森県国民健康保険団体連合 

                                  

所在地  青森市新町２丁目４番１号青森県共同ビル３階 

電話番号 ０１７－７２３－１３０１  

ＦＡＸ  ０１７―７２３－１０８８ 

受付日時 毎週月曜日～金曜日（但し、休日を除く） 

          午前９時００分  ～  午後４時００分 

                

福祉サービス相談センター 

（青森県運営適正化委員会） 

                                  

所在地  青森市中央３丁目２０番３０号（県民福祉プラザ内）  

電話番号 ０１７－７３１－３０３９     

ＦＡＸ  ０１７－７３１－３０９８ 

受付日時 毎週月曜日～金曜日（但し、休日を除く） 

          午前８時３０分  ～  午後５時００分 

 

第三者委員  

 

舘山 新一  横山 盛雄  

１６ 秘密保持と個人情報の保護について  

（１）施設職員は正当な理由なく、業務上知りえた利用者、そのご家族の秘密を漏らしません。

利用者、ご家族の個人情報を用いる場合は、別途同意していただく、個人情報の使用同

意書によります。  

１７ 業務継続計画の策定等  

（１）施設は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービスの提供を継続的

に実施する為及び、非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画を策定し、当該業

務継続計画に従い必要な措置を講じます。  

（２）従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的

に実施し、計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。  

 



１８ その他運営に関する事項  

  〇 施設は、全ての従業者に対し、認知症介護に係る基礎的な研修を受講させるために必

要な措置を講じるものとします。従業者の資質向上のために、研修を実施します。  

（１）採用時研修 採用後 3 カ月以内   （２）継続研修 年 1 回  

  〇 適切なサービスの提供を確保する観点から、職場において行われる性的な言動又は   

優越的な関係を背景とした言動であって業務上必要かつ相当な範囲を超えたものによ

り従業者の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な措置を  

講じます。  

  〇 その他運営に関する重要事項は、社会福祉法人桐栄会理事長が定めます。  

 

                                            

                                                         令和    年    月   日     

通所介護の利用契約にあたり、ご利用者に対して契約書並びに本書面に基づき重要な事項の 

説明をしました。                                                                     

      事業所                                                                          

          所在地     青森県青森市浪岡大字樽沢字村元３３０番地７                          

          名   称     在宅老人デイサービスセンター悠悠                                  

                    説明者氏名                   印  

  私は、契約書並びに本書面に基づき重要な事項の説明を受け、通所介護サービスの     

提供について同意いたします。                                                                                                                                                      

      

    利用者        住所                         

 

氏名                      印  

 

      上記代理人     住所                      

 

                    氏名                          印  


